
広報

編
集
／
仙
北
市
総
務
課
  〒０１４

-１２９８
　
秋
田
県
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
３０
番
地

Ｔ
ＥＬ０１８７

-４３
-１１１１

  Ｆ
Ａ
Ｘ０１８７

-４３
-１３００

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.sem
boku.akita.jp　

印
刷
／
大
仙
市
　（
株
）松
本
印
刷

せんぼく探訪せんぼく探訪せんぼく探訪せんぼく探訪 VOL.7VOL.7

　平成１９年度県補助事業で茅葺屋根の改修
事業を実施しました。写真は改修後の正面（上）
と屋敷裏（下）のものですが、雨漏り防止のトタン
板など除かれ、すっきりとした屋根の姿に蘇りまし
た。来年度において、基礎部分の改修が実施で
きれば、地盤沈下による礎石の歪みなども是正で
き、柱の傾きなども正常に戻すことができるものと
期待しています。

秋田県指定文化財

・名称及び員数    旧松本家住宅主屋  一棟

・指定年月日 　平成１４年３月１９日

・種　　　別 　有形文化財（建造物）

・建造及び形式　 木造平入建、寄棟造、茅葺、

　　　　　　　　正面及び北側面

　　　　　　　　　庇取廻し杉皮葺 石置き屋根

・建　築　年　代    江戸時代末期

・所　在　地    角館町小人町

・管理責任者    仙北市教育委員会

きゅうまつもと け じゅうたく おも や

ひらいりだて よせむねづくり かやぶき

ひさし

＜主屋の特徴＞
　小人町に移った当初の松本家住宅は、明治３３
（１９００)年の大火で焼失し、その後、田町にあった
石井氏の住宅を移築し住まいとした。
　さらに後、主屋背面南側に直角に付属屋が増築
され、現在の姿となったようである。（県指定の文化
財は主屋のみで、増築した付属屋は含まれない）
　主屋の建築年代は、幕末と推定され間取りも一
般的な武士の佇まいとも見られる玄関、座敷、居間、
台所、便所からなる。屋根は茅葺で正面庇は杉皮
葺、石置屋根、屋敷地は間口２２メートル（約１２間）
奥行４２メートル（約２３間）。
　江戸末期の建築技法がよく残っていること、後
世の改変の程度が比較的小さかったことなどが、県
内の近世武士住宅の姿を窺ううえで貴重な建造
物ということから、県の指定を受けている。

＜松本氏＞
　松本氏は、初代秋田藩主佐竹義宣が慶長７（１６０２）
年に秋田へ国替えになった時、角館に配置された今宮
氏の与下（注）として田町に住んでいた。延宝５（１６７７）
年より佐竹北家与下となり、安政２（１８５５）年頃小人町
に移住した。
　小人町に移った松本家は本家で、当時の主人は
松本六左衛門であった。代々芸能取締りの家柄とし
て、田町に住む武士が盆に舞っていた菅沢ささらの
取締役を担っていた。
　また、学者の家系でもあり郷校弘道書院の教授須
藤半五郎は当家の出で、「烏帽子於也」の著者とし
て知られている。

（注）与下・・・松本氏の場合、今宮氏の支配を受けてはい
　　　　　るが今宮氏の家来ではなく藩直属の武士で、
　　　　　藩主の直臣という立場のことである。
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